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長いもの歴史は、明治32年東北各県から入植した人た
ちが持ってきて栽培をはじめたのが最初のようだ。
昭和37年に代表的な品種11種の長いもを選び、昭和44
年に優良な１品種を選抜。昭和45年「夕張改良長芋」
と命名され、特産品とし出荷されている。
《11月９日出荷作業に追われる野菜集出荷施設》
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（2）広報ゆうばり　2007年12月号

　

本
年
４
月
か
ら
財
政
再
建
計
画
に
基
づ
く

小
・
中
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
は
「
平
成　
19

年
中
に
検
討
す
る
」
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

教
育
委
員
会
協
議
を
随
時
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
庁
内
３
課
で
構
成
す
る
検
討

組
織「
小
・
中
学
校
適
正
配
置
検
討
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
設
置
し
、
５
回
に
わ
た
り
会
議
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。 

　

８
月　

日
か
ら
９
月
６
日
ま
で
全　

校
の

29

11

学
校
教
職
員
に
対
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
９
月
７
日
か
ら　

日
ま
で
は
、
５

14

小
学
校
で
保
護
者
や
地
域
住
民
を
対
象
と
し

て
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

統
廃
合
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
は
、

「
後
年
次
の
児
童
・
生
徒
数
の
推
計
に
よ
る

減
少
動
向
に
伴
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
に

関
す
る
こ
と
へ
の
理
解
」
財
政
的
事
情
と
し

て
「
複
数
校
を
維
持
し
た
場
合
の
維
持
管
理

費
な
ど
の
財
源
の
確
保
、
財
政
再
建
計
画
の

推
進
に
関
わ
る
こ
と
な
ど
」
は
、
一
定
程
度

理
解
を
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、　

月　

日
か
ら
小
学
校
７
校
、

10

10

各
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
に
対
し
全
説
明
会
に
お
け

る
結
果
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
夕
張
市
の
小
・
中
学
校
体
制

を
考
え
る
上
で
、
今
後
の
児
童
・
生
徒
数
や

学
級
規
模
の
問
題
、
教
育
環
境
と
教
育
条
件

を
整
備
し
、
維
持
す
る
課
題
は
と
も
に
重
要

で
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
ま
で
の
人
口
推
計
に
よ
る
と
、

25

児
童
・
生
徒
数
は
大
幅
な
減
少
と
な
る
こ
と

か
ら
、
長
期
的
見
通
し
の
上
に
立
ち
一
定
集

団
を
確
保
し
、
児
童
間
の
交
流
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
多
く
す
る
こ
と
、
部
活
動
や

ク
ラ
ブ
活
動
、
特
別
活
動
、
そ
し
て
教
育
活

動
の
全
般
を
選
択
肢
の
多
い
も
の
と
す
る
こ

と
は
、
学
校
教
育
に
と
っ
て
大
事
な
要
素
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
多
様
な
体
験
や
経
験
を
豊

か
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
大
規
模
改
修
に
よ

る
学
校
施
設
な
ど
の
整
備
に
よ
り
、
よ
り
良

い
教
育
環
境
の
確
保
は
大
切
な
も
の
と
考
え

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
社
会
性
、
自
立
性
、
良
い

意
味
で
の
競
争
心
を
養
い
、
お
互
い
に
切
磋

琢
磨
で
き
る
環
境
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
通

ず
る
と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
多
く
の
交
流
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
対
人
関
係
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
集
団
の
中
で
の
自
己
の
役
割
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
再
建
計
画
推
進
の
も
と
、
よ

り
良
い
学
校
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理
を
長

期
に
わ
た
り
確
立
し
、
教
育
環
境
を
確
保
す

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
後
の
小
・
中
学
校
の
配

置
に
つ
い
て
は
、
各
１
校
体
制
で
取
り
進
め

る
こ
と
し
、
さ
ら
に
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ

て
保
護
者
、
市
民
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
力

し
、
準
備
に
入
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

人
口
の
集
中
、
地
理
的
な
条
件
、
校
舎
の

規
模
、
通
学
時
間
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
小
・

中
・
高
校
の
連
携
し
た
学
校
教
育
な
ど
を
考

慮
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
に
取
り
進
め
ま
す
。

《　

小　

学　

校　

》

　

統
合
校　
　
　

現
清
水
沢
小
学
校
を
大
規

模
改
修
し
使
用
し
ま
す
。

　

統
合
年
度　
　

平
成　

年
４
月

23

《　

中　

学　

校　

》

　

統
合
校　
　
　

現
清
水
沢
中
学
校
を
大
規

模
改
修
し
使
用
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

共
同
調
理
場
を
設
置
し
ま

す
。

　

統
合
年
度　
　

平
成　

年
４
月

22

　
「
新
し
い
夕
張
の
小
・
中
学
校
づ
く
り
に
向

け
て
」
児
童
・
生
徒
そ
し
て
学
校
の
教
育
活

動
が
保
護
者
の
み
な
ら
ず
、
市
民
や
地
域
に

広
く
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
学
校
は
、
市
民
、
地
域
の

支
え
の
中
で
、
地
域
文
化
や
地
域
行
事
な
ど

地
域
の
声
を
教
育
活
動
に
活
か
す
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
・
学
校
・
地
域
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
を
含
め
た
統
合
に
向
け
て
の
準

備
体
制
づ
く
り
を
年
度
内
に
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
統
合
時
か
ら
の
学
校
運
営
支
援
の

体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
今
後
具
体
的
に

準
備
を
す
す
め
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（�
　

│
３
１
６
６
）
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

52

【　

こ　
れ　
ま　
で　
の　
経　
過　

】

【　

統
合
に
関
わ
る
方
針　

】

【　

統　

合　

校　

】

【　

今　

後　

の　

課　

題　

】

　

夕
張
市
の
小
・
中
学
校
の
統
合
に
関
わ

る
方
針
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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（3）広報ゆうばり　2007年12月号

　

こ
の
町
内
会
は
元
々
、

商
店
街
中
心
の
町
内
会

だ
っ
た
。

　

炭
鉱
が
あ
っ
た
頃
は
、

緑
ヶ
丘
、
高
台
（
現
、

山
手
町
）
に
は
、
北
炭

の
社
員
住
宅
や
高
校
の

教
職
員
の
住
宅
な
ど
建

ち
並
ん
で
い
た
。

　

炭
鉱
会
社
が
撤
退
し

て
行
き
、
住
宅
も
空
き

家
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
た
昭
和　

年
50

代
初
め
、
地
域
の
交
流

を
作
る
た
め
に
、
現
在

の
山
手
町
を
含
め
た
９

地
区
体
制
で
、
現
在
の

町
内
会
と
な
っ
た
。
会

員
は
現
在
１
９
０
戸
。

　

行
事
と
い
え
ば
、
２

年
に
一
度
「
野
遊
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」

を
開
催
し
て
い
る
。
景

品
い
っ
ぱ
い
の
抽
選
会

は
、
人
気
の
的
。
お
に

ぎ
り
、
焼
肉
、
飲
み
物
を

用
意
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
し

て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
行
事
を
通

し
て
、
集
ま
る
こ
と
で
近

所
づ
き
あ
い
を
大
事
に
し

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
５
月
の
祭
り

（
夕
張
神
社
）
に
、
参
加
を
呼
び
か

け
て
町
内
を
回
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

こ
の
事
は
、
祭
り
と
言
う
伝
統
を
伝

え
て
い
く
こ
と
も
重
要
と
考
え
て
実

施
し
て
い
る
。

　

地
域
の
お
年

寄
り
が
多
い
の

で
、
毎
年
、「
敬

老
慰
労
会
」
を

近
隣
の
温
泉
の

あ
る
街
に
出
か

け
て
行
き
実
施

し
て
い
る
。

　
「
人
生
の
先

輩
た
ち
に
敬
意

を
表
す
意
味
も

兼
ね
て
外
に
で
る
機
会
を
持
つ
の
も

ひ
と
つ
」
と
思
っ
て
い
る
。

　

町
内
会
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
で

し
ゃ
ば
ら
な
い
よ
う
に
。
大
き
な
お

せ
っ
か
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。
そ

の
時
代
に
合
わ
せ
て
、
近
所
の
絆
づ

く
り
の
補
助
を
す
る
。」こ
う
い
う
こ

と
か
な
。 

　

冬
を
安
全
で
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
除
排
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

除
排
雪
作
業
を
円
滑
に
行
う
に
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で

す
。
昨
年
よ
り
早
朝
の
出
動
を　

セ
10

ン
チ
か
ら　

セ
ン
チ
に
変
更
し
ま
し

15

た
。
国
道
、
道
道
と
の
交
差
点
な
ど

は
、
国
や
北
海
道
の
協
力
に
よ
り
段

差
の
解
消
を
行
い
、
わ
だ
ち
に
つ
い

て
は
直
営
車
両
に
よ
り
市
民
生
活
に

最
低
限
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
日

中
の
体
制
で
対
応
し
ま
す
。

◆
除
雪
体
制

　

除
雪
作
業
は
、
午
前
３
時
で　

セ
15

ン
チ
を
超
え
た
と
き
や
、
早
朝
に
か

け
て
降
雪
が
確
実
視
さ
れ
る
と
き
に

行
い
ま
す
。
作
業
時
間
は
、
午
前
３

時
過
ぎ
か
ら
、
み
な
さ
ん
の
通
勤
、

通
学
な
ど
に
間
に
合
う
よ
う
、
午
前

７
時
頃
ま
で
に
終
え
る
予
定
で
す
が
、

気
象
条
件
や
降
雪
に
よ
っ
て
は
、
時

間
内
に
終
わ
ら
な
い
と
き
も
あ
り
ま

す
。
特
に
吹
雪
の
場
合
な
ど
、
前
が

見
え
な
い
と
き
は
事
故
防
止
の
た
め
、

作
業
を
一
時
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
除
雪
作
業
に
つ
い
て
お
願
い

☆
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

☆
道
路
に
物
を
置
か
な
い
で
下
さ

い
。

☆
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
・
投
げ

な
い
で
下
さ
い
。

☆
置
き
雪
の
除
雪
は
、
各
家
庭
で

処
理
願
い
ま
す
。

☆
子
ど
も
た
ち
を
作
業
中
の
除
雪

機
械
に
近
づ
か
な
い
よ
う
、
声
か

け
し
て
下
さ
い
。

◆
雪
捨
て
場

　

市
で
管
理
し
て
い
る
雪
捨
て
場
は
、

４
ヵ
所
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に

指
示
看
板
が
あ
り
ま
す
の
で
、
順
序

良
く
危
険
の
な
い
よ
う
に
捨
て
ま

し
ょ
う
。

※
例
年
雪
捨
て
場
に
雪
と
一
緒
に
ゴ

ミ
を
捨
て
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
不

法
投
棄
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
や

め
ま
し
ょ
う
。

※
時
間　
　

時
〜　

時

10

16

問
合
せ
先　

市
土
木
維
持
係

　
�
　

│
３
１
５
９
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（4）広報ゆうばり　2007年12月号

　

平
成　

年
度
に
お
け
る
人
事
行
政

18

の
運
営
等
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は　

月
12

中
に
夕
張
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

�
採
用
及
び
競
争
試
験
（
平
成　

年
18

度
採
用
分
）

※
医
師
や
看
護
師
な
ど
、
国
家
資
格

の
保
有
を
条
件
と
す
る
職
員
の
採

用
は
、
面
接
に
よ
る
選
考
で
採
用

を
決
定
し
て
い
ま
す
。 

�
退
職
（
平
成　

年
度
退
職
分
）

18

�
勤
務
時
間 

�
休
暇
等
の
状
況

①
年
次
休
暇

　
　

一
の
年
に
つ
き　

日
間
与
え
ら

20

れ
、
翌
年
に　

日
を
限
度
に
繰
り

20

越
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成　
18

年
の
一
人
当
た
り
平
均
日
数
は

８
・
４
日
で
取
得
率
は　

・
７
％

21

で
し
た
。

②
そ
の
他
の
休
暇

　
　

病
気
休
暇
の
ほ
か
出
産
休
暇
等

の
特
別
休
暇
が
条
例
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
休
暇
や

組
合
休
暇
は
無
給
休
暇
と
し
て
条

例
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
平
成

　

年
度
に
取
得
し
た
職
員
は
１
名

18で
し
た
。

③
育
児
休
業
・
部
分
休
業
の
取
得
状

況

　
　

育
児
休
業
は
育
児
休
業
法
に
よ

り
、
子
が
満
３
歳
に
達
す
る
ま
で

の
間
、
職
務
に
専
念
す
る
義
務
が

免
除
さ
れ
る
制
度
で
平
成　

年
度

18

は
２
名
の
職
員
が
取
得
し
て
い
ま

す
。

�
分
限
処
分

　
　

分
限
処
分
と
は
任
命
権
者
が
職

員
の
意
に
反
す
る
処
分
を
で
き
る

場
合
で
あ
り
、
平
成　

年
度
は
心

18

身
の
事
故
等
の
事
由
に
よ
り
、
３

名
の
職
員
が
休
職
処
分
を
受
け
ま

し
た
。

�
懲
戒
処
分

　
　

懲
戒
処
分
は
本
人
の
行
為
に
対

す
る
制
裁
的
性
格
を
有
す
る
処
分

で
あ
り
、
平
成　

年
度
に
処
分
を

18

受
け
た
職
員
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

・
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に

関
す
る
承
認
の
状
況

　
　

職
員
は
勤
務
時
間
中
、
職
務
に

専
念
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
特
例
で
研
修
や
定

期
健
康
診
断
等
を
受
け
る
時
間
に

限
り
、
任
命
権
者
の
承
認
に
よ
り

こ
の
義
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
平

成　

年
度
は
延
べ　

件
の
申
請
が

18

94

あ
り
す
べ
て
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
職
員
研
修

　
　

職
員
に
は
勤
務
能
率
の
増
進
等

の
た
め
研
修
を
受
け
る
機
会
を
与

え
ら
れ
ま
す
が
、
平
成　

年
度
は

18

正
科
研
修
の
ほ
か
自
治
政
策
研
修

セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託
研
修
等
に
延

べ　

人
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

235

�
勤
務
成
績
の
評
定

　
　

職
員
の
正
式
任
用
及
び
昇
任
時

（
主
事
、
主
事
補
等
）
に
試
験
及

び
勤
務
成
績
の
評
定
を
行
っ
て
い

ま
す
。

�
健
康
診
断

　
　

職
員
に
は
安
全
衛
生
管
理
規
則

に
よ
り
、
各
種
の
健
康
診
断
等
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
平

成　

年
度
は
定
期
健
康
診
断
等
延

18
べ　

人
の
職
員
が
受
診
し
ま
し
た
。

433

�
公
務
災
害
の
認
定

�
職
員
福
利
厚
生
会

　
　

地
方
公
務
員
法
第　

条
の
規
定

42

に
よ
り
、
職
員
の
福
利
厚
生
事
業

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、

職
員
の
会
費
と
市
の
交
付
金
等
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成　
18

年
度
は
市
か
ら
の
交
付
金
は
交
付

し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

職
員
の
採
用
や
退
職

及
び
競
争
試
験
の
状
況

勤
務
時
間
そ
の
他

勤
務
条
件
の
状
況

分
限
及
び

懲
戒
処
分
の
状
況

服
務
の
状
況

研
修
及
び
勤
務
成
績
の
特

例
に
関
す
る
承
認
の
状
況

職
員
の
福
祉
及
び

利
益
保
護
の
状
況

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																																														
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計普通死亡分限勧奨定年区　　　分

10771918事務職
一　般
行政職

274221技術職

532労務職

725医師職

医療職 236161技術職

6117422看護職

13310消　防　職

2433916312614合　　計

件　数区　分

５　人
公　務
災　害

０　人
通　勤
災　害

週40時間00分
（１日８時間00分）

勤　務　時　間

８時45分始　　業

勤務時間の
割 り 振 り

17時45分終　　業

　　60分休憩時間

土・日曜日週　休　日

※平成19年１月１日より変更となったもの。

採　　　　　　　　用

受験者数区　　分
小　計選　考

競　争　試　験

高校卒短大卒大学卒

4112121行　政　職

111医師職医
療
職

0技術職

333看護職

0消　防　職

85012125合　計



（5）広報ゆうばり　2007年12月号

　
　

職
員
の
給
与
は
、
そ
の
職
務
と

責
任
に
応
じ
た
基
本
給
と
し
て
の

給
料
と
、
扶
養
手
当
・
通
勤
手
当

な
ど
の
諸
手
当
を
含
め
て
支
給
し

て
お
り
、
給
与
の
額
は
国
や
民
間

企
業
の
状
況
を
考
慮
し
市
議
会
の

議
決
を
経
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

以
下　

年
度
決
算
の
状
況
と　

18

19

年
４
月
１
日
の
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
本
市
は
財
政
再
建
団
体

入
り
し
た
こ
と
か
ら
平
成　

年
４

19

月
１
日
よ
り
平
均　

％
の
給
料
削

30

減
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

�
人
件
費

　
　

人
件
費
に
は
、
職
員
に
支
給
す

る
給
与
、
使
用
者
が
負
担
す
る
共

済
費
の
ほ
か
、
特
別
職
の
給
料
及

び
市
議
会
議
員
や
各
種
委
員
の
報

酬
な
ど
幅
広
い
範
囲
の
費
用
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　

表
１
は
、
平
成　

年
度
普
通
会

18

計
決
算
の
歳
出
の
状
況
で
す
。
歳

出
全
体
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合

は
７
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
職
員
の
給
与

　
　

表
２
は
、
平
成　

年
度
予
算
に

19

計
上
さ
れ
た
職
員
給
与
費
の
内
訳

で
す
。
給
与
費
と
は
人
件
費
の
う

ち
職
員
に
毎
月
支
給
さ
れ
る
給
料

に
、
扶
養
手
当
な
ど
の
各
種
手
当

と
、
民
間
の
賞
与
に
相
当
す
る
期

末
・
勤
勉
手
当
な
ど
の
支
給
額
の

合
計
を
い
い
ま
す
。

�
給
料
と
初
任
給

　
　

給
料
の
月
額
は
給
料
表
で
決
め

ら
れ
て
い
て
行
政
職
給
料
表
と
医

療
職
給
料
表
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　

表
３
は
、
平
成　

年
４
月
１
日

19

現
在
の
一
般
行
政
職
の
初
任
給
を

表
し
て
い
ま
す
。

�
期
末
・
勤
勉
手
当
と
退
職
手
当

　
　

表
４
は
、
平
成　

年
４
月
１
日

19

現
在
の
民
間
企
業
の
賞
与
に
相
当

す
る
期
末
・
勤
勉
手
当
の
状
況
を

表
し
て
い
ま
す
。

　
　

退
職
手
当
は
、
表
５
の
と
お
り

退
職
理
由
と
勤
続
年
数
に
応
じ
た

支
給
率
に
退
職
時
の
給
料
月
額
を

乗
じ
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

 

�
特
別
職
の
給
料
と
報
酬

　
　

市
長
等
の
給
料
と
市
議
会
議
員

の
報
酬
及
び
期
末
手
当
は
、
表
６

の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
ら
の
特
別

職
の
給
与
等
は
市
議
会
の
議
決
を

経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

平
成　

年
４
月
１
日
よ
り
市
長
給

19

料
の
約　

％
を
は
じ
め
、
特
別
職

70

の
給
料
に
つ
い
て
、
大
幅
に
削
減

し
て
い
ま
す
。

�
定
員
の
状
況

　
　

表
７
は
、
前
年
度
と
の
職
員
数

の
比
較
を
表
し
て
い
ま
す
。
平
成

　

年
３
月
末
日
に
お
い
て
大
量
の

19退
職
者
が
発
生
し
た
た
め
、
前
年

度
と
比
較
し
て
大
幅
な
職
員
数
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人　件　費
Ｂ

歳　　　出
Ａ

住民基本台帳
（19.３.31現在）

区　分

％
7.6

千円
4,363,544

千円
57,153,708

人
12,631

18年度

給
与
の
状
況

表１．人件費の状況（平成18年度普通会計決算）

表３．一般行政職初任給

表５．退職手当

表２．職員給与の状況（平成18年度普通会計予算）

１人当たり
の給与費
（Ｂ／Ａ）

給　　　　　　　　　　与　　　　　　　　　　費

区　分 計
Ｂ

期末・勤勉
手　　　当

職員手当給　　　料
職員数

Ａ

千円
3,722

千円
528,456

千円
82,579

千円
60,389

千円
385,488

人
142

19年度

国市区　　　　分

円
269,600

円
161,700

大卒
一　般
行政職

222,300131,500高卒

勧奨・定年自己都合勤続年数

26.25月分21.00月分20年

40.50月分33.75月分25年

50.00月分43.00月分35年

50.00月分43.00月分最高限度

定年前早期退職特例措置の廃止

表７．定員の状況
増　減19年度18年度職員区分

△94人90人184人一般行政職

△24人13人37人教　　　 育

△11人38人49人消　　　 防

△129人14１人270人普 通 会 計

△5人7人12人水 道 会 計

△100人18人118人その他会計

△105人25人130人公営企業会計

△234人166人400人合 計

表４．期末・勤勉手当
勤　勉期　末区　分

0.725月分0.40月分６　月

0.725月分0.60月分12　月

1.45月分1.00月分計

職制・職務上の級等による加算を
廃止し、独自削減により期末手当
を２ヶ月分削減実施中

表６．特別職の給料、報酬など

期末手当
給料または
報　　　酬

区　分

６月～1.125月12
月～1.325月

259,000円市 長

249,000円副 市 長

230,000円議 長

200,000円副 議 長

180,000円議 員



（6）広報ゆうばり　2007年12月号

収入済額現行予算額科　　目

2億8,376万円5億4,041万円市 民 税

3億37万円4億2,803万円固 定 資 産 税

1,726万円1,846万円軽 自 動 車 税

4,050万円9,288万円市 た ば こ 税

207万円2,052万円入 湯 税

0万円4,227万円都 市 計 画 税

6億4,396万円11億4,257万円合　　計

構成比％元金残高区　　　分

20.33,540,854
住宅、浴場、集会
施 設 整 備

7.71,347,540公 園 施 設 整 備

5.91,034,157道路橋りょう整備

2.2380,342社会教育施設整備

2.8482,088学 校 施 設 整 備

5.81,019,523観 光 施 設 整 備

0.6109,107産 業 施 設 整 備

3.2557,207福 祉 施 設 整 備

17.83,108,578退 職 手 当

11.62,032,036下 水 道 施 設 整 備

22.03,834,210そ の 他

100.017,445,642合　　　計

借入額会計区分

353億円一 般 会 計

353億円合　　　計

�市税収入の内訳（９月末現在）

�長期借入金現在高（９月末現在）

��������	


������

夕張市の平成19年度上期（４月～９月）の
予算執行状況をお知らせします。

�一時借入金現在高（９月末現在）

問合せ先　市行財政管理係
　�52－3122

収入済額現行予算額科　　　目
5億808万円12億6,936万円支 払 基 金 交 付 金
4億2,741万円8億8,098万円国 庫 支 出 金
1億2,153万円2億1,435万円道 支 出 金

0万円1億8,708万円繰 入 金
5,627万円5,627万円繰 越 金
5万円821万円諸 収 入

11億1,334万円26億1,625万円合　　　計

�老人保健医療事業会計
（歳入） （歳出）

執行済額現行予算額科　　　目
791万円3,492万円総 務 費

10億5,421万円25億7,654万円医 療 諸 費
0万円469万円諸 支 出 金
0万円10万円予 備 費

10億6,212万円26億1,625万円合　　　計

収入済額現行予算額科　　　目
1億5,975万円5億3,167万円国 民 健 康 保 険 料
1億5,848万円4億4,940万円国 庫 支 出 金
3億1,483万円7億8,925万円療養給付費等交付金

372万円7,245万円道 支 出 金
7,895万円2億1,368万円共 同 事 業 交 付 金
0万円0万円財 産 収 入
0万円1億5,614万円繰 入 金
0万円0万円繰 越 金
378万円3,715万円諸 収 入

7億1,951万円22億4,974万円合　　　計

�国民健康保険事業会計
（歳入） （歳出）

執行済額現行予算額科　　　目
2,107万円6,588万円総 務 費

6億1,497万円14億8,305万円保 険 給 付 費
1億4,259万円3億4,220万円老 人 保 健 拠 出 金
3,408万円8,196万円介 護 納 付 金
8,777万円2億1,368万円共 同 事 業 拠 出 金
49万円2,734万円諸 支 出 金
0万円100万円予 備 費
0万円64万円公 債 費

3,387万円3,399万円繰 上 充 用 金
9億3,484万円22億4,974万円合　　　計

収入済額現行予算額科　　　目
143万円224万円使用料及び手数料
0万円2,898万円繰 入 金

2,325万円2,299万円繰 越 金
0万円446万円諸 収 入

2,468万円5,867万円合　　　計

�市場事業会計
（歳入） （歳出）

執行済額現行予算額科　　　目
10万円5,867万円市 場 事 業 費

10万円5,867万円合　　　計

収入済額現行予算額科　　　目
1万円820万円分担金及び負担金

1,930万円8,751万円使用料及び手数料
0万円1億8,725万円繰 入 金
0万円0万円繰 越 金
0万円11億1,533万円諸 収 入

4,760万円1億4,360万円市 債
6,691万円15億4,189万円合　　　計

�公共下水道事業会計
（歳入） （歳出）

執行済額現行予算額科　　　目
2,860万円1億2,038万円公 共 下 水 道 費

1億1,011万円2億9,226万円公 債 費
0万円0万円諸 支 出 金

11億2,920万円11億2,920万円繰 上 充 用 金
0万円5万円予 備 費

12億6,791万円15億4,189万円合　　　計

収入済額現行予算額科　　　目
9,643万円2億367万円保 険 料

1億6,548万円3億3,550万円国 庫 支 出 金
1億6,998万円4億2,224万円支 払 基 金 交 付 金
9,251万円2億1,481万円道 支 出 金
0万円2億5,677万円繰 入 金
5万円0万円財 産 収 入
298万円672万円サ ー ビ ス 収 入
332万円0万円繰 越 金
12万円36万円諸 収 入

5億3,087万円14億4,007万円合　　　計

�介護保険事業会計
（歳入） （歳出）

執行済額現行予算額科　　　目
2,215万円6,143万円総 務 費

4億9,972万円13億6,181万円保 険 給 付 費
0万円118万円財政安定化基金拠出金
5万円0万円基 金 積 立 金
47万円0万円諸 支 出 金
0万円394万円サ ー ビ ス 事 業 費
339万円871万円地 域 支 援 事 業 費
0万円300万円予 備 費

5億2,578万円14億4,007万円合　　　計

収入済額現行予算額科　　　目
5億3,534万円6億754万円診 療 所 事 業 収 入

9万円12万円使用料及び手数料
0万円1億255万円繰 入 金
18万円663万円諸 収 入
0万円210万円道 支 出 金

3億7,760万円3億7,760万円市 債
0万円460万円財 産 収 入

9億1,321万円11億114万円合　　　計

�診療所事業会計
（歳入） （歳出）

執行済額現行予算額科　　　目
6億3,163万円6億4,301万円総 務 費
4億1,568万円4億5,813万円公 債 費

10億4,731万円11億114万円合　　　計

収入済額現行予算額科　　　目
6億4,395万円11億4,257万円市 税
2,552万円9,209万円地 方 譲 与 税
184万円277万円利 子 割 交 付 金
125万円110万円配 当 割 交 付 金
0万円103万円株式等譲渡所得割交付金

8,057万円1億4,605万円地方消費税交付金
1,032万円2,957万円自動車所得税交付金
335万円908万円地 方 特 例 交 付 金

22億6,862万円42億4,543万円地 方 交 付 税
52万円109万円交通安全対策交付金

3,744万円8,093万円分担金及び負担金
3億2,783万円7億7,943万円使用料及び手数料
3億3,521万円7億5,420万円国 庫 支 出 金
1億952万円3億5,621万円道 支 出 金
2,668万円5,915万円財 産 収 入
0万円1,926万円繰 入 金
43万円0万円繰 越 金

2億2,869万円349億7,713万円諸 収 入
10億3,410万円15億300万円市 債

6万円1億2,500万円寄 附 金
51億3,590万円443億2,509万円合　　　計

�一般会計
（歳入）

執行済額現行予算額科　　　目
2,336万円4,799万円議 会 費

2億3,522万円14億9,178万円総 務 費
6億5,492万円22億4,841万円民 生 費
1億1,105万円6億4,583万円衛 生 費

126万円142万円労 働 費
989万円1,917万円農 林 業 費
7,424万円1億5,300万円商 工 費

1億6,245万円5億4,245万円土 木 費
1億196万円2億1,752万円消 防 費
1億1,154万円3億2,671万円教 育 費
15億6,029万円32億9,646万円公 債 費

65万円100万円諸 支 出 金
349億5,939万円353億3,335万円繰 上 充 用 金

380億622万円443億2,509万円合　　　計

（歳出）

（単位：千円）



（7）広報ゆうばり　2007年12月号

主
催　

夕
張
市
成
人
祭
実
行
委
員
会

と
き　

平
成　

年
１
月　

日

20

13

受
付　
　

時　

式
典　
　

時

13

14

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館
（
清

水
沢
宮
前
町
）

対
象　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和

62

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

63※
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
、
市

外
在
住
で
す
で
に
受
付
さ
れ
て
い
る

方
に
は　

月　

日
ま
で
に
案
内
状
を

12

15

送
付
い
た
し
ま
す
。

※
期
日
ま
で
に
案
内
状
が
届
か
な
い

方
、
住
民
登
録
を
市
外
に
移
し
、
成

人
祭
へ
の
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　

月　

日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

12

23

問
合
せ
先　

市
社
会
教
育
課

　
�
　

│
６
０
４
６

56

　

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
や
ツ

リ
ー
飾
り
の
工
作
・
ケ
ー
キ
の
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
。

主
催　

わ
く
わ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

行
委
員
会

と
き　
　

月　

日　
　

時
〜　

時　

12

15

13

15

30

分と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館
（
清

水
沢
宮
前
町
）

対
象　

市
内
小
中
学
生
か
ら
一
般

（
幼
児
同
伴
可
）

定
員　
　

名　

参
加
料　

小
中
学
生

30

　

無
料
、
一
般
３
０
０
円

申
込
・
問
合
せ
先　

市
社
会
教
育
課

　
�
　

│
６
０
４
６

56

　

ふ
し
ぎ
な
工
作
を
作
り
な
が
ら
、

科
学
の
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
す
。

主
催　

北
海
道
電
力
㈱
栗
山
営
業
所

と
き　

平
成　

年
１
月　

日

20

19

　
　

時
〜　

時

10

12

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
若
菜
２
番
地
）

内
容　

光
の
世
界
「
星
座
の
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
」
の
製
作

対
象　

市
内
小
学
４
〜
６
年
生

定
員　
　

名　

参
加
料　

無
料

30

申
込
期
間　
　

月
１
日
〜　

日

12

25

申
込
先　

北
海
道
電
力
㈱
栗
山
営
業

所　
�
０
１
２
３
│　

│
１
０
７
１

72

※
リ
フ
ト
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
別

途
リ
フ
ト
代
金
を
ご
用
意
下
さ
い
。

※
小
学
生
ス
キ
ー
教
室
で
は
希
望
者

に
限
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
検
定
を
実
施
し

ま
す
。

（
受
講
料
等
は
別
途
自
己
負
担
）

※
２
月
に
も
同
様
の
ス
キ
ー
教
室
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
社
会
教
育
課

　
�
　

│
６
０
４
６ 

56

　

＊　

月　

日　
　

時

12

10

11

　

＊
清
水
沢
３
丁
目

　

求
職
者
に
対
す
る
市
内
企
業
の
求

人
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

夕
張
市
雇
用
創
造
促
進

協
議
会
（
商
工
会
議
所
内
）

　
�
　

│
１
４
０
０ 

52

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
用
品
の

購
入
や
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど

の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

対
象　

※
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

が
い
る
世
帯
の
方　

※
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
、
お
子
さ
ん
の
就
学
に
必

要
な
経
費
の
負
担
に
困
る
方　

※
原

則
と
し
て
、
自
家
用
車
を
所
有
し
て

い
な
い
方　

※
そ
の
世
帯
の
前
年
の

収
入
が
、
一
定
基
準
内
の
方

　

以
上
、
す
べ
て
に
該
当
す
る
保
護

者
の
方
で
す
。

提
出
期
限　

受
給
希
望
調
査
票
は
、

学
校
を
通
じ
て
お
渡
し
し
ま
す
の
で

希
望
さ
れ
る
方
は　

月　

日
ま
で
に

12

21

学
校
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
は
年
度
途
中
で

も
受
付
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
学
校
教
育
課

　
�
　

│
３
１
６
６

52

募
集
内
容　

自
衛
隊
生
徒

資
格　

中
卒
（
見
込
含
）　

歳
未
満

17

の
男
子

応
募
締
切　

平
成　

年
１
月
８
日

20

一
次
試
験　

平
成　

年
１
月　

日

20

12

問
合
せ
先　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

本
部
恵
庭
地
域
事
務
所

　
�
０
１
２
３
│　

│
５
４
３
８ 

34

入
園
資
格　

保
護
者
が
共
働
き
や
病

気
の
た
め
、
家
庭
で
保
育
を
受
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
生
後
３
ヶ
月
か
ら

５
歳
ま
で
の
児
童

受
付
期
間　
　

月　

日
〜　

日

12

17

18

※
こ
の
期
間
に
受
付
で
き
な
い
方
は
、

各
保
育
園
ま
た
は
市
生
活
福
祉
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所　

各
保
育
園
（
新
夕
張
・

清
陵
・
沼
ノ
沢
・
紅
葉
山
）

持
参　

・
平
成　

年
分
の
所
得
税
が

19

確
認
で
き
る
も
の
の
写
し
（
源
泉
徴

収
票
・
確
定
申
告
書
等
）・
印
鑑

保
育
料　

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係

　
�
　

│
１
０
５
９

52

応
募
資
格　

市
内
居
住
者
で
パ
ソ
コ

ン
を
使
用
で
き
る
方

雇
用
予
定
人
員　

若
干
名

雇
用
期
間　

平
成　

年
１
月
７
日
か

20

ら
当
分
の
間

応
募
期
限　
　

月
１
日
〜　

日

12

14

応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
を
市
健

康
保
険
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
の
場
合
は　

月　

日
消
印
有
効
）

12

14

詳
細
・
問
合
せ
先　

市
健
康
保
険
係

　
�
　

│
３
１
０
５ 

52

����

科
学
で
あ
そ
ぼ
「
お
も
し

ろ
実
験
室
」
イ
ン
夕
張

夕
張
市
成
人
祭

わ
く
わ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も
う
」

ス
キ
ー
教
室
へ
の
参
加
者
募
集

『
し
ご
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ゆ
う
ば
り
』
が
オ
ー
プ
ン

夕
張
市
の
「
雇
用
の
促
進
」

と
「
雇
用
の
安
定
」
を
図
る

平
成　

年
度

20

教
育
費
を
援
助
し
ま
す

平
成　

年
度
保
育
園
児
を

20

募
集
し
ま
す

自
衛
官
募
集

市
市
民
課
健
康
保
険
係
臨
時
職
員
募
集

幼児スキー教室小学生スキー教室教室名
平成20年度小学校へ入学する幼児小学生対 象

１月12・13・14日１月12・13・14・19・20日開 催 日

13時から14時30分
10時から11時30分

（19・20日は15時まで）
時 間

マウントレースイ開催場所
ゆうばり文化スポーツセンター（市社会教育課）

�56－6046　　　fax　56－6717
申 込 先

先着20名先着100名定 員
1,000円2,500円受 講 料

12月25日申込期限



（8）広報ゆうばり　2007年12月号

�
入
居
者
資
格

＊
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

＊
公
営
住
宅
法
等
で
定
め
た
収
入
基

準
以
下
の
方
（
み
な
し
特
公
賃
住
宅

及
び
賃
貸
住
宅
は
除
く
。）

＊
地
方
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

�
一
般
公
募
と
随
時
公
募
の
違
い

一
般
公
募
〜
空
戸
の
無
い
団
地
又
は

住
棟（
Ｈ
２
以
降
）に
新
た
な
空
戸
が

出
た
場
合
の
公
募（
単
身
者
は
除
く
）

 
随
時
公
募
〜
既
に
空
戸
の
あ
る
団

地
又
は
一
般
公
募
を
数
回
繰
り
返
し

て
も
入
居
者
が
い
な
い
空
戸
の
公
募
。

�
一
般
公
募
住
宅
【
一
般
住
宅
】

公
営
住
宅

　

紅
葉
山
２
戸
・
沼
ノ
沢
１
戸

改
良
住
宅

　

本
町
・
末
広
・
鹿
の
谷　

各
１
戸

賃
貸
住
宅

　

清
水
沢
（
宮
前
・
清
栄
）
各
１
戸

申
込
期
限　

一
般
公
募　
　

月　

日

12

12

�
随
時
公
募
【
一
般
住
宅
】

市
営
住
宅
（
１
０
３
戸
）
／
道
営
住

宅
（　

戸
）

16

【
み
な
し
特
公
賃
住
宅
】（
収
入
基
準

を
上
回
る
方
が
対
象
）　

市
営
住
宅

（
千
代
田
・
平
和
地
区
）（
５
戸
）

�
住
宅
使
用
料　

入
居
を
希
望
す
る

住
宅
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

�
申
込
・
問
合
せ
先　

市
建
設
課
住

宅
建
築
係
ま
た
は
南
支
所�
　

│
３

52

１
１
９

《
募
集
す
る
住
宅
》　

清
水
沢
清
陵
町

（　

Ａ
Ｐ　
３
０
１
号)  
（
耐
火
構
造
３

11Ｄ
Ｋ　

住
宅
料
５
、０
０
０
円
・
個
人

負
担
金（
入
浴
料
等
）３
、０
０
０
円
・

し
尿
処
理
負
担
金
２
、８
０
０
円
）

対
象
と
な
る
方　

市
内
に
１
年
以
上

住
ん
で
い
る
、
概
ね　

歳
以
上
の
一

65

人
暮
ら
し
又
は
ご
夫
婦（
配
偶
者
は　
60

歳
以
上
）の
方
で
現
在
住
ん
で
い
る
住

宅
に
お
い
て
日
常
生
活
が
困
難
な
方

必
要
な
書
類　

・
申
込
書
及
び
入
居

申
込
理
由
書
（
申
込
先
に
あ
り
ま

す
）・
収
入
証
明
書
（
所
得
証
明
書
、

源
泉
徴
収
票
の
写
し
、
年
金
支
払
通

知
書
の
写
し
な
ど
）・
非
課
税
証
明
書

又
は
納
税
証
明
書
・
入
居
希
望
者
全

員
の
住
民
票
（
謄
本
）

申
込
期
間　
　

月
３
日
〜　

日

12

14

申
込
・
問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係

ま
た
は
南
支
所�
　

│
１
０
５
９

52

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

自
動
車
税
等
の
滞
納
解
消

の
た
め
、　

月
は
給
与
・
預

12

金
の
差
押
を
強
力
に
進
め
ま

す
。
支
払
が
お
済
で
な
い
方

は
至
急
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

空
知
支
庁
納
税
課

　
�
０
１
２
６
│　

│
０
０
５
５ 

20

対
象
者
①
市
内
に
子
ど
も
等
の
親
族

が
い
な
く
、
自
力
で
除
雪
を
行
う
必

要
が
あ
る　

歳
以
上
の
高
齢
者

65

②
ケ
ガ
や
病
気
の
た
め
体
力
的
に
除

雪
が
困
難

③
経
済
的
に
困
難
（
所
得
税
非
課
税

世
帯
）

④
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

以
上
、全
て
に
当
て
は
ま
る
方
は
申

請
を
行
う
こ
と
に
よ
り
除
雪
ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

募
集
期
限　

今
回
は　

月　

日
ま
で

12

14

に
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
福
祉
課
生
活

福
祉
係
・
南
支
所�
　

│
１
０
５
９ 

52

・
平
日　

時
よ
り
翌
朝
７
時　

分
ま
で

22

45

・
休
日　

時
よ
り
翌
朝
８
時
ま
で
の

18

戸
籍
関
係
の
受
付
は
消
防
本
部
（
清

水
沢
）
に
て
取
扱
い
ま
す
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。　

市
民
係�
　

│
52

３
１
０
４

道
警
察
統
一
標
語

�
�
�
�
��
�
�
�
���

�
��
�

�
�
�
��
�
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人　口　12,270人（－　37人）
　男　　　5,764人（－　19人）
　女　　　6,506人（－　18人）
世帯数 6,414世帯（－13世帯）
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火の取扱が最も多くな
る季節です。
火の元の安全を確かめ
　　て火災のない年末
　　年始を迎えましょう。
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火事と救急は119番
消防署�53－4122

古着を回収します古着を回収します


